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みんなにロータリーを
ShareRotaryNo.23(1983～1984)

第67回例会昭和58年12月6日（火）晴
ー

◇“君が代” “奉仕の理想”

◇出席報告

会風52(51)私出II!i'i 36名

出勝率70.59%

◇前回11ﾉ129H (修砿出席率)98.04%

makeul)

秋111洲.(12/3守I I 1), 71,.川7i(12/51II)．浜I~I イド

(12/3'J:lll),橘水淵･(11/24JI(IW),林期.(12/3
守l[1),菊池ﾊ･ (11/25北),蝋野茅l. (12/3'､]:

III),成l llハ･(11/30和合),鈴木(航)君(11/26

守11l),谷I IMI･(11/30"_|上）

◇誕生日祝福

林夫人(12/'4)． ′御己君.(12/10）

◇ニコボックス

瑞浪RC111f部洲･ (黄クラブ．の'l'｣'f原さんより

良い本を砿きました)，水l11: (") ,{_!(雌ケITE

スポーツP&Sのオーフ．ンのお礼のよろこ

Of), 111.1I IVI･(映剛“アイコ16才”米行き成功

にあたり)，水jl:君(第13kllゴルフ会で優勝い

たしました)，成'11溝(ホームクラブ御無沙汰

しました), i!*I 17W(ナゴヤ地~ﾄ街サンロード

の募金迩助が無擬終rしました)，秋1 1 1#l.(ホ

ームクラブ御雌沙汰しました)．林渦･(父の告

別式，無.'j;終了しました),"d"(誕生祝）

◇谷口副幹事報告

1． 本｢1"'1公終｣'後， イ|次総会を11･いますの

で全会山そのままお残りドさい。

2． 次過例会は12J]14[1(水), 41《水家族公で

すので1311(火）の例会はございません，お

間述いのないようお願いします。

3． コータリーの友12月号がI附いております

のでお僻も帰り~ﾄさい。

◇林君挨拶

過H,父の葬雌に|礫しまして会典の皆様に

数々の御I!』ﾙi,'iを賜わりllJIく御礼l･IIしあげま

す。ありがとうございました。
◇準米山功労者紹介

古川勝巳 7ド

◇竹内会長挨拶

"1_1漱:ｲﾁの小篇に『夢｜夜』というのがあ

ります。その1|'に，夢の'|'で鎌倉期の巡慶と

湛慶の活が||'て参ります。夢のI:1 'ですから拙

写は暖昧ですが，兎に角迩慶が聡を振って擶

んに水を'|'んでいる。 ｜ⅡIとも乱鵬で無思慮の

如くで| |・一)雌造作に蝶を振っている。すると
アラ不忠!瀧，忽ちに仁旺の忽悠形1;l.lが出来上

ってしまった。 「大したもんですね，予め蚊

のに'1に脳想があって素材の木材.の処理にもI!リ

か独|LIの秘陞でもあるのですか？」と迩慶に

質問します。すると連慶は．Ⅲ:もなげに韓えま

す。 !.i''1人した I『じゃありやしません。実は

この'－2 |;は偶々この材・水の!'!に蝿っている

んです。 11I!んでるもんですから余分な材木を

雑で削ってるんだけでサアー』漱石は感心

して「そんなものかなあ」と思って手近な木

材･を選んでILI分なりに切ったり刻んだりして

みたがｲ営部水ﾙIIが出来るばかりで, {_:王は.呪

われなかった~ ･ ~ ~ ･というところで目が鯉める

という筋であったと思います。統んだ当座は

それ程にも思いませんでしたが．般近しきり

にこの撫話を思い出すのです。

ここ'luiく前，郷土出身の荻須i笥徳阿伯の{'|:

で名1'ijf'l'では色々とIif件がありました。
Ogissの好‘世での寄11Wの絵lllliは紬局, l11身地

の稲沢で〕ﾐ術航を造って腱7｣くされることとな

りました。その稲沢へ納まる前の懐古展のよ

うなものが某世i貨店で行われたので私も兇て

きましたが，札|当なレベルに達した絵ばかり

のように私には思えました。 しかしながら，

、今から数ｲltliiiに佐伯裕三の腱随会が博物航で

ありましたが，そのllｻの感激とはいささか趣

きを災にしていました。佐l1(Iの作品から受け

た強烈なインパクトと雌凧抜きで絵とはこれ

なんだといった私の身内からIIIろ躍動感とか

へ
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1"M_I_, いかにスムーズに連営するかが今後
の課題となっています。

ニューヨークの大晦H"
“

会員 堀江宏輝君

興焦は．思わずまわりの人に詔りかけたい衝

動に駆られる樫でした。
一方のOgissは只今80才余樅ﾉJ未だ衰え
ず，不純物の混らぬそのIIt界は人変なものだ
と私は感じていますが．残念なことに佐伯か
ら受けたあの強烈なる‐感動と九鰯一が私に

はありませんでした。相性の問魎もありまし
ょうが, 80年の研鑛も30年余の成果のjﾌえる
感動に及ばぬとしたら，絵lll'iとか災術という
ものは一体II11だろうと考え込んでしまうので

す。それで｝|蚊の遮慶の寓話が私にはl''lか人
きな,懲味をもって辿るのです。変らない災し
さ，感動の災術は犬与のものではないだろう

か。隅々夫々のlllli家にしる彫HIIjにしるその手
を経るだけの!活であって，研批に研鎖を砿ん
でも，又人|川の能力の集峨のみでは猫，追求
し得ぬ航分があるのではないかとさえill l秘的
に思えてくるのです。
美術のlll:界における年功の空しさ，研讃の

彼方にある|!ﾘ物か， しかもその作品たるや何
時までも残って評価に耐えねばならぬ酷しさ
審々を勝えますと． 潅やかにみえる芸術の奥
の'IXさ，芸術家の切迫した京場，又絶蝋と展
開の繰り返し'聯々，轆所に尽くせぬ人変な|||：
界だなあと,いI)ずにおれません。それだけに
私はその人々に対し尊敬と渇仰の念で杯な
のであります‐

◇講演

“わが製版家業について”

会員 原富士雄荊・

ニューヨークの大晦

日には，一爵の繁華
街， タイムズ。スクェ
アに晩になりますと大

勢の若者連が集まりま

す。ホワイ ｜､， ブラッ
ク， イエロー， さまざ

まの人種。若いニュー
ヨーカーを始め， 口木

顎－
－

ア

■
の商ﾄl:マン、スチュワーデス,勿論卿光癖も集

まります。 イド' | !"も夜も消えることのない

タイムズ･スクェアの灯。しかし人IWIIの1111#
59分から午前01I#までの1分間はii'jえます。

この1分間は印象的ですcそこに災まった若

者達がお互に手に雁つないで一つの大きな輪

をつくります午前0時．新年の聯開けを告

げる大きな錨の陥真暗闇だったタイムズ・

スクェアの灯が斉にﾒIります。 111:ぴ真ﾉ鴎の

ようなまばゆさ, llllるさに戻ります。そのll#

そこに集まった,符背遠から怒涛のようなﾉlfが

沸き厳ちます。 "HAPPYNEWYEAR.／”
大きなパワーとなって新しい年のl''llliを祝い

ます。一lll1識もない精省達がllt界のあちこち

から集まり心を・つにして新しいｲ|;の到来を

ル&柵するのです。そこには人繩溌》llも局.葉の

障峨もなくllt界はひとつに瀞け合います。大

｜|＃| ｜の印象は強烈に私の心に残っています。

－第13回ゴルフ会成績

（12/2(金)，三好IjMC.C.にて）

R NAME I O GHNET

優勝永j|： 』|抵4241 83 14 69

2位橋本茂郎51 45 96 23 73

3位谷l l l陽宏49 42 91 15 76

4位加藤大戦53 50 103 26 77

5位松居敬三46 41 87 9 78

BB秋I I I /:f!!リ 48 56 104 16 88

次Llは来年1)1261 I (*), 多治児C、C､に

て行います。 IIIし込みはお早'二|に。 （枠'側: ・
松ⅢII)

◇次回例会（12月141 1) (水）

イ|も末家族会の為． ‘稚演はございません

◇次々回例会（12ﾉj20n)

描波“私の仕'11:("I;l･ 'jl務所の近況)"

会ii松藤国弘ハ・

識波“薙堆アルバムの製作について”

&li永井正義ハ・

（おことわり） イド次総会の報告は次号に掲戦

いたします

一

私は刺災||ｲ仰''9年の
㈱|陽光'iltを糊父から3
年程前にバトンタッチ
した一代I Iです。
写真製版とは新聞，

雄誌．広ｲ'『淳に印刷さ
れるIj!版のことをいい

ます。
11I･くは江jTI1$代の瓦

t, 1｢II版, l1 1 1版、 、1月版と版に始まり、その繩類も凸版， ’111版， 、1月版と
印刷方式により異なります◎私の公社ではフ
レキソ写真製版といって、やわらかなゴム，
樹脂等の材料を使用し. -kにハ版のものを製

版しております。それはプラスチックをやわ
らかくした~lj:兵のフイルムのようなもので，

悠光州揃脂1111版といわれております。製版ﾉj
法はまず商l1111lにl,l.合ったデザインを．作成し，
それをカラー分解して製版カメラで搬影しま

す。それぞれ))解した色別毎にフイルムを昨
成し．製版催にか1ナて出来上ります。工程止
まず礪要なのはデザインの作成段階の問題で

す。ユーザーのニーズに答えるデザインを作
るまで様々な'''1折を経て決定されるオ)けです
から一器lIfl川を典するのです。従って優秀な
デザイナーが多数必要となりま寸一から，人材
の確保と従成にﾉJを入れております、製版機
はマイコン雑を装備した便利な機械が導入さ
れ，生産能力は上ってきましたが，製品の納
期力蛍非常に如く，間違いや遅れ群絶対に許さ
れません。多椰小踊:の受注生潅ですから生産

へ
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